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日
本
工
学
院
専
門
学
校
（
学
校
法
人
片
柳
学
園
、
千
葉
茂
理
事
長
）
は
６
日
、
東
京
の
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
夏

の
特
別
公
開
講
座
」
を
開
い
た
。
高
校
教
諭
ら
約
１
８
０
人
が
参
加
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
今
後
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
の
変
化
と
求
め
る
人
材
像
」
を
実
施
。
２
０
２
０
年
４
月
に
新
設
す
る
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
「
ホ

テ
ル
コ
ー
ス
」
の
説
明
、
実
習
室
の
見
学
会
な
ど
も
行
っ
た
。

　
日
本
工
学
院
専
門
学
校
は
、

年
以
上
に
わ

た
り
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
高
等
教
育
機
関
を
常

に
目
指
し
、
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
世
の
中
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
過

去
か
ら
現
在
を
見
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
範
囲

内
だ
っ
た
。
社
会
の
変
化
が
加
速
す
る
中
で
、

今
後
は
未
来
か
ら
現
在
を
見
る
視
点
を
も
た
な

い
と
対
応
で
き
な
く
な
る
。

　
新
し
い
通
信
方
式
５
Ｇ
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
そ
の
中
で
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
о
Ｔ
を
使
っ

た
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５
・
０
の
社
会
が
訪
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
先
に
は
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
６
・
０
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
そ
こ
ま
で
想
定
し
た
う
え

で
、
教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
戦
後
の
焼
け
野
原
だ
っ
た
大
田
区
蒲
田
か
ら

始
ま
っ
た
当
学
園
の
建
学
の
精
神
は
、
「
豊
か

な
日
本
を
取
り
戻
す
た
め
に
技
術
教
育
で
若
者

を
育
て
る
」
と
い
う
も
の
。
実
学
主
義
、
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
性
）
を
柱
に
、
世
の

中
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
る
。

　
日
本
工
学
院
専
門
学
校
で
は
、資
格
や
知
識
、

技
術
と
い
っ
た
基
本
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
モ

ノ
や
コ
ト
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成

し
て
い
る
。
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ホ
テ
ル
コ
ー
ス
実
習
室
（
上
＝
客
室
、
下
＝
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
）

　
学
校
法
人
片
柳
学
園
は
、

日
本
工
学
院
専
門
学
校
（
蒲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、
日
本
工

学
院
八
王
子
専
門
学
校
、
日

本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
、さ
ら
に
東
京
工
科
大
学
、

大
学
院
、
片
柳
研
究
所
、
日

本
語
学
校
を
擁
す
る
教
育
機

関
。
東
京
都
大
田
区
蒲
田
で

１
９
４
７
年
に
創
立
。
そ
の

後
、
日
本
テ
レ
ビ
技
術
専
門

学
校
、
日
本
電
子
工
学
院
と

名
称
を
変
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
中
核
と
す

る
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
２

０
１
０
年
に
蒲
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
新
校
舎
が
完
成
。

年

に
は
４
千
人
収
容
の
舞
台
付

き
多
目
的
ホ
ー
ル
「
片
柳
ア

リ
ー
ナ
」
も
完
成
し
た
。
同

学
園
の
卒
業
生
総
数
は

万

人
に
達
す
る
。
　

　
来
年
２
０
２
０
年
４
月
に

は
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
科
ホ
テ
ル
コ
ー

ス
を
新
設
。
「
『
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
』×『
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
』」

を
教
育
の
柱
に
、
ホ
テ
ル
業

界
が
求
め
る
人
材
を
育
成
す

る
。

　
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
の
最
大
の

特
徴
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
。
ホ
テ

ル
業
界
か
ら
求
め
ら
れ
る
Ｉ

Ｔ
に
強
い
人
材
を
育
成
す

る
。
具
体
的
に
は
、
実
際
に

ホ
テ
ル
で
採
用
さ
れ
て
い
る

予
約
・
精
算
・
顧
客
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
操
作
し
、
ホ

テ
ル
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を

理
解
さ
せ
る
。
ま
た
日
本
工

学
院
の
イ
ベ
ン
ト
系
学
科
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
ホ
テ

ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
が
行
え
る
ス
キ
ル
も
身

に
付
け
さ
せ
る
。

　
国
内
・
海
外
の
ホ
テ
ル
で

研
修
生
と
し
て
働
き
、
実
際

の
業
務
を
体
験
す
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
も
用
意
。
資
格

取
得
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
技
能

検
定
、サ
ー
ビ
ス
接
遇
検
定
、
秘
書
検
定
な
ど
を
推
奨
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

　
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
の
テ
ク
ニ

カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
、

日
本
工
学
院
専
門
学
校
の
卒

業
生
で
宿
泊
施
設
専
門
の
総

合
情
報
シ
ス
テ
ム
会
社
・
タ

ッ
プ
の
会
長
、
林
悦
男
氏
が

就
任
。
講
師
陣
に
は
、
立
教

大
学
観
光
研
究
所
特
任
研
究

員
の
玉
井
和
博
氏
、
ベ
ス
ト

リ
ザ
ー
ブ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
岡
武
公

士
氏
、
や
ま
と
ご
こ
ろ
社
長

の
村
山
慶
輔
氏
、
サ
ヴ
ィ
ー

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
浅

生
亜
也
氏
、
メ
ト
ロ
エ
ン
ジ

ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
田
中
良
介
氏
ら

が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
な
ぜ
世
界
各
国
は
観
光
を

重
要
視
し
て
い
る
の
か
。
観

光
が
、雇
用
や
企
業
の
創
出
、

社
会
基
盤
の
開
発
を
通
じ

て
、
社
会
経
済
の
発
展
を

牽
引

け
ん
い
ん

す
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

全
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

％
、

雇
用
の

％
は
観
光
が
生
み

出
し
て
い
る
。
日
本
で
も
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
６
・
８
％
、
雇
用
の

６
・
４
％
は
観
光
に
よ
る
も

の
だ
。

　
わ
が
国
に
は
観
光
振
興
に

必
要
な
４
要
素
で
あ
る
「
気

候
（
ス
キ
ー
・
ビ
ー
チ
リ
ゾ

ー
ト
を
楽
し
め
る
風
土
）
」

「
自
然（
手
つ
か
ず
の
自
然
、

山
岳
、
豊
富
な
動
植
物
）
」

「
食
（
世
界
文
化
遺
産
の
和

食
、
質
の
高
い
洋
食
）
」

「
文
化
（
和
の
伝
統
文
化
、

現
代
文
化
）
」
が
全
て
備
わ

っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
並

ん
で
世
界
で
も
稀
有
な
存
在

だ
。

　
人
口
減
少
が
進
む
日
本

は
、
現
在
の
総
人
口
１
・


億
人
が
２
０
５
２
年
に
は
約

１
億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
観
光
交
流
人
口
の

増
大
は
、
人
口
減
少
に
よ
る

経
済
活
動
の
停
滞
を
補
う
効

果
が
あ
る
。
定
住
人
口
１
人

当
た
り
の
年
間
消
費
額
（
１

２
５
万
円
）
は
、
旅
行
消
費

に
換
算
す
る
と
外
国
人
旅
行

者
８
人
分
、
国
内
旅
行
者

（
宿
泊
）

人
分
、
国
内
旅

行
者
（
日
帰
り
）

人
分
に

当
た
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
業

界
の
果
た
す
役
割
は
、
非
常

に
大
き
い
。

　
政
府
が
２
０
１
６
年
に
策

定
し
た
「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、

「
観
光
産
業
を
革
新
し
、
国

際
競
争
力
を
高
め
、
わ
が
国

の
基
幹
産
業
に
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
た
。
そ
の
中
で

「
観
光
業
に
お
け
る
人
材
育

成
と
生
産
性
向
上
」
も
重
要

な
テ
ー
マ
の
一
つ
だ
。

　
生
産
性
向
上
に
成
功
し
た

宿
泊
施
設
の
事
例
で
は
①

（
館
内
連
絡
業
務
の
）
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
②
ロ
ー
ラ
ー
コ
ン
ベ
ア

に
よ
る
料
理
搬
送
③
（
従
業

員
の
）
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
―

な
ど
が
あ
る
。

　
宿
泊
業
界
で
は
、
深
刻
な

人
手
不
足
も
生
じ
て
い
る
。

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
も
進

み
つ
つ
あ
る
が
、
さ
ら
な
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
が
必
要
だ
。

　
ホ
テ
ル
銀
水
荘
は
伊
豆
半

島
の
東
西
で
二
つ
旅
館
を
経

営
し
、
年
間
約

万
人
を
お

迎
え
し
て
い
る
。
東
伊
豆
は

稲
取
温
泉「
稲
取
銀
水
荘
」、

西
伊
豆
は
堂
ヶ
島
温
泉
「
堂

ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
」
。
両
館

と
も
１
０
０
室
を
超
え
る
大

型
施
設
だ
が
、
顧
客
満
足

（
Ｃ
Ｓ
）
に
は
力
を
入
れ
て

い
る
。

　
こ
の

年
で
国
内
旅
行
・

レ
ジ
ャ
ー
需
要
は
大
き
く
変

化
し
た
。
経
済
成
長
期
か
ら

バ
ブ
ル
期
は
「
１
泊
２
食
の

温
泉
旅
行
＝
首
都
圏
近
郊
エ

リ
ア
」
「
団
体
旅
行
主
体
＝

宴
会
遊
興
型
旅
行
」
「
宿
泊

施
設
は
需
要
過
剰
で
供
給
不

足
」
だ
っ
た
。
こ
れ
が
平
成

不
況
期
に
は
「
高
速
道
路
・

鉄
道
網
の
整
備
＝
旅
行
時
間

距
離
拡
大
」
「
個
人
旅
行
主

体
＝
旅
行
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
」
「
日
帰
り
施
設
等
の
充

実
化
＝
宿
泊
施
設
は
供
給
過

剰
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
＝
ブ
ラ
ン
ド
宣
伝
力
よ

り
口
コ
ミ
力
」
へ
と
変
わ
っ

た
。ホ
テ
ル
銀
水
荘
の
場
合
、

２
０
０
０
年
は
団
体
客


％
、
個
人
客

％
の
比
率
だ

っ
た
が
、
２
０
１
８
年
は
団

体

％
、
個
人
客

％
と
逆

転
し
た
。

　
多
様
な
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
設
備
投
資
を

実
施
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
整
備
（
脱
部
屋
食
＝
効
率

化
）
、
個
人
客
向
け
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
（
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
、
団
体
客
と
個

人
客
の
す
み
分
け
）
、
高
付

加
価
値
客
室
の
整
備
（
露
天

風
呂
付
き
客
室
等
）
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
激
変
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
を

つ
か
む
た
め
の
手
法
も
変
わ

っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
顧

客
満
足
度
分
析
は
、
自
社
や

大
手
旅
行
会
社
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
し
た
定
量
的
な
数

値
分
析
が
主
だ
っ
た
。
現
在

で
は
、
大
手
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
公
開

口
コ
ミ
デ
ー
タ
を
分
析
し
て

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
活
用

し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
述

文
章
の
品
詞
別
頻
度
分
析
を

す
る
な
ど
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
や
定
性
的
ニ
ー
ズ
分
析

も
行
っ
て
い
る
。

　
旅
館
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を

整
理
し
、
市
場
が
求
め
る
価

値
を
提
供
す
る
こ
と
で
生
産

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、「
お
も

て
な
し
」
の
競
争
優
位
性
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
帝
国
ホ
テ
ル
は
東
京
、
大

阪
、
上
高
地
の
３
ホ
テ
ル
を

運
営
し
て
い
る
。
従
業
員
は

約
２
千
名
。
帝
国
ホ
テ
ル
東

京
は
１
８
９
０
年
に
日
本
の

迎
賓
館
と
し
て
開
業
し
、
来

年
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
。

２
代
目
帝
国
ホ
テ
ル
（
通
称

ラ
イ
ト
館
）
は
、
１
９
２
３

年
に
落
成
し
、
現
在
は
愛
知

県
犬
山
市
の
明
治
村
に
ロ
ビ

ー
部
分
だ
け
移
築
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
建
物
は
３
代
目

で
、
総
客
室
９
３
１
室
、
宴

会
場

室
、
レ
ス
ト
ラ
ン


店
舗
の
大
型
ホ
テ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
「
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
日
本

版
顧
客
満
足
度
指
数
（
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
部
門
）
」
で

年

連
続
１
位
、
「
Ｊ
Ｄ
パ
ワ
ー

・
ホ
テ
ル
宿
泊
客
満
足
度
調

査
（
１
泊
３
万
５
千
円
以
上

部
門
）
」
で
３
年
連
続
１
位

を
獲
得
し
て
い
る
。

　
直
近

年
間
の
宿
泊
者
数

の
推
移
は
、
１
年
当
た
り
の

宿
泊
延
べ
人
数
が
約

万

人
。
稼
働
率
は
約

％
と
な

っ
て
い
る
。
昨
年
は
日
本
人

宿
泊
者
数
と
外
国
人
宿
泊
者

数
が
同
程
度
に
な
っ
た
。
外

国
人
宿
泊
者
数
の
増
加
傾
向

は
今
後
も
続
く
も
の
と
予
測

し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
面
か
ら
も
当
ホ

テ
ル
を
ご
紹
介
す
る
。
３
ホ

テ
ル
で
運
用
し
て
い
る
業
務

用
パ
ソ
コ
ン
は
１
３
０
０

台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
２
８
０

台
。
お
客
さ
ま
の
利
用
に
よ

る
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
数
は

１
日
最
大
６
２
０
０
台
。
ま

た
当
ホ
テ
ル
が
受
け
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
数
は
、
軽
微
な
も

の
も
含
め
る
と
１
月
当
た
り


万
件
に
達
す
る
。
ホ
テ
ル

の
満
足
度
で
は
、
滞
在
中
の

快
適
さ
に
加
え
て
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
の
安
心
・
安
全
も
不
可

欠
な
要
素
に
な
っ
て
き
た
。

　
満
足
度
向
上
と
利
用
者
増

の
た
め
に
、
①
接
客
ス
タ
ッ

フ
が
い
か
に
接
客
に
集
中
で

き
る
か
②
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
ホ
テ
ル
滞
在
中
だ
け
で

な
く
、
そ
の
前
後
で
い
か
に

満
足
し
て
い
た
だ
く
か
③
企

業
理
念
「
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ

テ
ル
を
目
指
す
」
を
愚
直
に

追
求
―
の
３
点
を
心
掛
け
て

い
る
。
特
に
①
で
は
「
ハ
イ

テ
ク
に
支
え
ら
れ
た
ロ
ー
テ

ク
な
サ
ー
ビ
ス
」
を
合
言
葉

に
、
接
客
以
外
の
部
分
は
Ｉ

Ｔ
の
積
極
的
活
用
に
よ
る
効

率
化
で
生
産
性
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
宿
泊
業
界
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
製
造
・

運
営
事
業
）
」
が
中
心
だ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
投
資

家
・
オ
ー
ナ
ー
（
金
融
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
）
」
と

「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
不
動
産
運
用
事
業
）
」
の

知
識
も
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
３
事
業
を
つ
な

ぐ
の
が
Ｉ
Ｔ
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス

ス
キ
ー
ム
の
変
化
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
学
問
分
野
に
お
け
る
観
光

教
育
の
領
域
分
類
は
①
社
会

・
人
文
科
学
領
域
②
観
光
地

開
発
領
域
③
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
④
接

遇
ス
キ
ル
養
成
領
域
―
と
な

っ
て
い
る
。宿
泊
業
界
に
は
、

「
お
も
て
な
し
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
④
の
接
遇
ス
キ

ル
が
重
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
今
後
生
き
残
れ
な
い
。

③
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
と
い
う
概
念
を
加
え
、

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
と
い
う
概

念
が
あ
る
。
科
学
（
Ｓ
ｃ
ｉ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）
、
技
術
（
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
）
、
工

学
（
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
）
、
数
学
（
Ｍ
ａ
ｔ
ｈ

ｅ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
）を
指
す
。

こ
の
茎
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
の
上

に
咲
く
の
が
、
直
感
（
Ｉ
ｎ

ｔ
ｕ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
、
デ
ザ

イ
ン
（
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
）
、

感
情（
Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）、

ア
ー
ト
（
Ａ
ｒ
ｔ
）
か
ら
な

る
ア
イ
デ
ア
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）

の
花
だ
。

　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界

は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
。

正
解
の
な
い
問
題
が
面
前
に

次
々
と
現
れ
る
。
そ
の
と
き

に
重
要
な
の
は
、
こ
の
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ａ
に
よ
る
臨
機
応
変
な
対

応
だ
ろ
う
。

　
単
な
る
製
造
業
で
あ
れ
ば

「
生
産
の
技
術
」
で
足
り
る

が
、
宿
泊
業
に
は
「
自
己
の

技
術
」
も
必
須
。
ま
た
特
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
対
し
て

は
「
文
化
の
技
術
」
も
必
要

だ
。「
情
報
の
技
術（
Ｉ
Ｔ
）」

も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
技
術

を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
「
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
の
専
門
教
育
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

　
１
９
７
１
年
に
日
本
工
学

院
専
門
学
校
電
子
計
算
機
部

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ー
ス
を
卒

業
し
、
石
川
島
播
磨
重
工
業

に
入
社
。
船
舶
の
原
価
管
理

・
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
携

わ
っ
た
後
、
ホ
テ
ル
シ
ス
テ

ム
専
門
の
会
社
、
タ
ッ
プ
を

起
業
し
た
。
現
在
、
国
内
外

の
１
千
軒
以
上
の
宿
泊
施
設

で
弊
社
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

し
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
は
「
Ｉ
Ｔ
人

材
の
最
新
動
向
と
将
来
推
計

（
２
０
１
６
年
）」の
中
で
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

等
の
新
し
い
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
の
登
場
に
よ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
高
度

化
・
多
様
化
が
進
展
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
」
「
労
働

人
口
（
特
に
若
年
人
口
）
は

減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

今
後
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
獲
得
は

現
在
以
上
に
難
し
く
な
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
人

材
に
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
人
材

だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
企

業
側
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門

の
人
材
や
Ｉ
Ｔ
利
活
用
人
材

も
含
ま
れ
る
。

　
宿
泊
施
設
に
関
係
す
る
最

近
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
Ａ

Ｉ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
、
認
証
シ

ス
テ
ム
、チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、

自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
デ
リ

バ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
が
、ホ
テ
ル
・
旅
館

は
、
こ
れ
ら
を
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
商
品
に
変
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
Ｉ

Ｔ
利
活
用
人
材
が
必
要
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
宿
泊
産
業
が

求
め
る
人
材
は
「
『
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
』
と
『
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
』を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
形
態
で
お

客
さ
ま
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
ス
タ
ッ
フ
」
、
そ
し

て
「
『
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ー
ビ

ス
』
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ

ス
』
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
サ
ー

ビ
ス
』
を
論
理
的
に
融
合
さ

せ
て
、
お
客
さ
ま
に
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
」
だ
ろ
う
。

　
私
は
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
工
学
」
と
い
う
概

念
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
工

学
の
視
点
か
ら
宿
泊
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
を
す
る
人

材
「
ホ
テ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
が
訪

れ
た
。
観
光
産
業
を
軸
と
し

た
地
方
活
性
化
の
た
め
に

も
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を

持
っ
た
人
材
が
、
地
方
の
宿

泊
業
界
に
散
ら
ば
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


